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岡
本
信
広
教
授
（
大
東
文
化
大
学
経
済
学

部
）
は
中
国
経
済
の
専
門
家
で
あ
り
、
長
年
、

改
革
開
放
以
後
の
中
国
経
済
の
成
長
と
発
展
の

研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
ま
た
、
産
業
連
関

分
析
モ
デ
ル
を
駆
使
し
て
、
現
代
中
国
経
済
の

変
化
を
計
量
分
析
す
る
研
究
者
と
し
て
も
知
ら

れ
て
い
る
。
ご
自
身
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、

教
授
は
「「
中
国
経
済
を
産
業
連
関
モ
デ
ル
に

て
解
析
す
る
」
こ
と
が
私
の
得
意
分
野
で
す
」

と
書
い
て
い
る
。
若
い
頃
の
教
授
は
中
国
北
京

市
に
あ
る
中
国
人
民
大
学
に
留
学
さ
れ
、
著
名

な
産
業
連
関
研
究
者
、
劉
起
運
教
授
に
師
事

し
、
二
〇
〇
〇
年
に
同
大
学
よ
り
経
済
学
博
士

号
を
取
得
し
た
。
長
い
間
、
中
国
研
究
に
従
事

し
、
ま
た
改
革
開
放
の
最
中
の
中
国
経
済
の
激

動
を
首
都
北
京
で
間
近
に
体
験
し
た
こ
と
か

ら
、
教
授
は
傑
作
と
も
言
え
る
こ
の
『
中
国
の

地
域
経
済
│
│
空
間
構
造
と
相
互
依
存
』（
日

本
評
論
社
、
二
〇
一
二
年
）
を
著
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

本
書
は
三
部
構
成
で
、
序
章
と
終
章
を
含
む

九
章
か
ら
な
っ
て
い
る
。
第
一
部
（
一
章
、
二

章
）
で
は
、「
産
業
連
関
表
」
の
特
徴
や
一
般

均
衡
理
論
を
現
実
の
経
済
に
適
用
し
よ
う
と
す
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る
試
み
で
あ
る
産
業
連
関
分
析
モ
デ
ル
の
特
徴

を
述
べ
て
お
り
、
分
析
資
料
と
し
て
の
中
国

の
「
地
域
産
業
連
関
表
」
や
「
地
域
間
産
業
連

関
表
」
を
詳
細
に
記
述
し
て
い
る
。
ま
た
、
本

書
の
分
析
視
角
も
こ
の
第
一
部
で
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
。
第
二
部
（
三
章
、
四
章
、
五
章
）

で
は
、
と
り
わ
け
改
革
開
放
以
後
の
沿
海
部
で

の
高
度
成
長
に
も
た
ら
さ
れ
る
「
集
中
と
拡

散
」
の
経
済
効
果
に
よ
っ
て
急
速
に
形
成
さ
れ

た
中
国
に
お
け
る
「
空
間
経
済
」
の
構
造
的
特

徴
に
着
目
し
、
エ
ン
ジ
ン
役
と
し
て
の
「
中
核

地
域
」（
沿
海
部
）
と
「
受
け
皿
」
と
し
て
の

「
周
辺
地
域
」（
内
陸
部
）
と
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
産
業
連
関
的
な
成
長
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
地
域
分

析
の
た
め
の
産
業
連
関
分
析
モ
デ
ル
に
よ
っ
て

析
出
し
て
い
る
。
第
三
部
（
六
章
、
七
章
）
の

タ
イ
ト
ル
が
「
地
域
経
済
と
国
際
経
済
の
統

合
」
で
あ
る
。
題
名
通
り
、
こ
の
部
に
お
い
て

は
、
著
者
が
分
析
視
点
を
改
革
開
放
以
後
の
中

国
経
済
と
海
外
経
済
の
相
互
依
存
関
係
な
ど

に
移
し
、「
国
際
産
業
連
関
表
」
と
い
う
財
・

サ
ー
ビ
ス
の
国
際
貿
易
に
関
す
る
統
計
資
料
を

用
い
て
国
際
産
業
連
関
分
析
モ
デ
ル
を
駆
使

し
、
改
革
開
放
以
後
の
中
国
経
済
と
海
外
経
済

の
相
互
依
存
関
係
の
特
性
を
解
明
し
て
い
る
。

ま
た
、
中
国
国
内
の
経
済
統
合
問
題
お
よ
び
中

国
と
海
外
と
の
リ
ン
ク
の
緊
密
化
問
題
も
提
示

さ
れ
て
い
る
。

　

本
書
に
は
二
つ
の
大
き
な
特
徴
が
見
ら
れ

る
。
一
つ
は
「
教
科
書
的
特
徴
」
と
い
う
も
の

で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
「
研
究
書
的
特
徴
」
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

　
「
教
科
書
的
特
徴
」
は
第
一
章
に
全
面
的
に

示
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
産
業
連
関
分
析
モ

デ
ル
の
醍
醐
味
で
も
あ
る
「
投
入
係
数
」「
レ

オ
ン
チ
ェ
フ
逆
行
列
」「
乗
数
分
析
」
な
ど
に

つ
い
て
の
簡
潔
で
分
か
り
や
す
く
、
初
心
者
に

も
理
解
で
き
る
解
説
は
こ
の
特
徴
を
よ
く
表
し

て
い
る
。
あ
え
て
付
言
す
る
な
ら
ば
、「
投
入

係
数
」
は
商
品
の
生
産
関
数
を
基
底
と
し
て
お

り
、「
投
入
係
数
」
行
列
は
分
析
対
象
の
生
産

技
術
の
構
造
を
示
し
て
い
る
。「
レ
オ
ン
チ
ェ

フ
逆
行
列
」
は
最
終
需
要
が
一
単
位
発
生
し
た

と
き
に
産
業
間
の
直
接
的
、
間
接
的
に
誘
発
さ

れ
る
生
産
波
及
の
経
済
効
果
を
表
し
て
お
り
、

「
乗
数
分
析
」
は
こ
の
逆
行
列
に
基
づ
い
て
行

わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
第
一
章
に
お
け
る
レ

オ
ン
チ
ェ
フ
逆
行
列
の
係
数
に
よ
っ
て
「
後

方
連
関
効
果
」、
ゴ
ッ
シ
ェ
逆
行
列
の
係
数
に

よ
っ
て
「
前
方
連
関
効
果
」
を
計
測
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
議
論
も
示
唆
的
で
あ
る
。
多

少
の
式
展
開
が
あ
っ
た
た
め
か
、
著
者
は
「
産

業
連
関
モ
デ
ル
に
馴
染
み
が
な
い
読
者
は
こ
こ

を
読
み
飛
ば
し
て
も
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
筆

者
は
、
む
し
ろ
本
書
の
全
体
像
を
き
ち
っ
と
把

握
す
る
た
め
に
も
第
一
章
を
ま
ず
、
読
ん
だ
ほ

う
が
よ
い
と
す
す
め
た
い
。

　

本
書
は
「
教
科
書
的
特
徴
」
を
持
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
多
く
刊
行

さ
れ
て
き
た
中
国
経
済
分
析
の
研
究
叢
書
と
は

異
な
る
。
ほ
と
ん
ど
の
研
究
叢
書
に
は
本
書
の

よ
う
な
「
教
科
書
的
特
徴
」
は
見
ら
れ
な
い
。

実
証
分
析
に
視
点
を
お
く
数
多
く
の
研
究
叢
書

は
、
様
々
な
実
証
分
析
理
論
に
よ
っ
て
仮
説
を

立
て
た
上
で
、
中
国
経
済
の
統
計
資
料
な
ど
を

使
用
し
て
そ
の
仮
説
を
検
証
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
中
国
経
済
に
興
味
を
持
つ
読
者
、
特
に
実

証
分
析
理
論
に
初
め
て
接
す
る
読
者
に
と
っ
て

は
分
析
者
の
意
図
を
完
全
に
理
解
す
る
の
が
難

し
い
。
筆
者
の
今
ま
で
の
拙
作
の
一
部
も
そ
れ

に
帰
す
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
叢
書
に
比
べ
て
、

本
書
に
は
そ
の
理
解
を
助
け
る
理
論
解
説
が
充
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実
し
て
お
り
、
そ
の
点
が
と
て
も
印
象
的
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
筆
者
も
大
学
講
義
に
一
部

の
内
容
を
教
材
と
し
て
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
全
体
内
容
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、

本
書
は
明
ら
か
に
中
国
経
済
の
実
証
理
論
分
析

に
力
点
を
お
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、「
教

科
書
的
特
徴
」
と
比
べ
て
「
研
究
書
的
特
徴
」

の
ほ
う
が
最
も
重
要
で
あ
る
。「
研
究
書
的
特

徴
」
に
つ
い
て
は
二
つ
の
側
面
か
ら
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
「
空
間
経
済
」
の
考

え
方
を
理
論
分
析
に
導
入
し
た
側
面
で
あ
り
、

も
う
一
つ
は
、
実
証
分
析
に
適
し
た
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
整
備
し
た
側
面
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
第
一
の
側
面
に
つ
い
て
述
べ
る
。
明

ら
か
に
、
本
書
は
「
空
間
経
済
」
の
考
え
方
を

導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
中
国
の
「
空
間
経

済
」
の
理
論
モ
デ
ル
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
本
書
の
指
摘
通
り
、「
文
化
的
に
も
言
語

的
に
も
相
違
が
大
き
く
、
面
積
も
広
大
な
中
国

の
各
地
域
を
理
解
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
」

（
二
二
五
頁
）。
地
域
特
性
を
考
慮
し
た
経
済
の

実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、「
中
国
の
各
地

域
の
経
済
を
一
国
経
済
あ
る
い
は
グ
ロ
ー
バ
ル

化
す
る
地
球
規
模
の
経
済
と
い
う
空
間
全
体
か

ら
鳥
瞰
す
る
よ
う
に
み
て
、
地
域
経
済
相
互
の

依
存
関
係
や
地
域
経
済
と
一
国
経
済
や
国
際
経

済
と
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
て
分
析
を
」（
二

二
六
頁
）
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ

ち
、
地
域
―
地
域
、
地
域
―
全
国
、
地
域
―
全

国
―
海
外
と
い
う
視
点
で
経
済
活
動
の
相
互
依

存
関
係
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
中

国
経
済
を
空
間
的
に
分
析
す
る
こ
と
が
必
要
不

可
欠
で
あ
る
。

　
「
空
間
経
済
」
は
経
済
地
理
学
の
概
念
で
あ

り
、
主
と
し
て
企
業
の
地
域
間
移
動
が
生
じ
る

経
済
活
動
の
空
間
分
布
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
特
性

を
持
つ
企
業
が
最
適
な
生
産
活
動
を
行
う
た
め

に
空
間
的
に
分
布
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
市
場
圏
は
ま
ず
、
こ
れ
ら
企
業
に
よ
る

市
場
競
争
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の

市
場
圏
は
「
局
地
的
市
場
圏
」
で
あ
る
。
何
ら

か
の
要
因
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
「
局
地
的
市
場

圏
」
の
つ
な
が
り
が
緊
密
化
し
、
や
が
て
「
統

一
的
市
場
圏
」
が
誕
生
す
る
。
条
件
さ
え
あ
れ

ば
、「
統
一
的
市
場
圏
」
は
海
外
経
済
へ
リ
ン

ク
し
、
海
外
市
場
と
の
つ
な
が
り
も
ま
す
ま
す

緊
密
化
し
て
い
く
。
以
上
の
よ
う
な
三
つ
の
発

展
過
程
に
お
い
て
「
空
間
経
済
」
は
形
成
さ
れ

る
。
も
し
縦
軸
に
「
空
間
ス
ケ
ー
ル
」
と
い
う

尺
度
を
と
り
、
横
軸
に
「
時
間
」
を
と
れ
ば
、

こ
の
平
面
図
で
右
上
が
り
の
軌
跡
を
描
く
こ
と

に
よ
っ
て
三
つ
の
発
展
過
程
を
図
示
す
る
こ
と

が
で
き
〉
1
〈
る
。
な
ぜ
な
ら
「
空
間
ス
ケ
ー
ル
」
が

時
間
の
伸
長
と
と
も
に
拡
大
し
て
い
く
か
ら
で

あ
る
。

　

さ
ら
に
、Freedm

ann

﹇1

〉
2
〈

966

﹈
に
よ
れ
ば
、

「
空
間
経
済
」
の
発
展
過
程
を
四
段
階
に
分
け

て
、
構
造
変
化
の
視
角
か
ら
捉
え
る
こ
と
も
で

き
る
。
第
一
段
階
で
は
「
局
地
的
市
場
圏
」
が

独
立
し
て
お
り
、
地
域
中
心
に
分
立
し
て
い

る
。
第
二
段
階
で
は
、
非
常
に
強
い
中
核
地
域

が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
中
核
地
域
と
周

辺
地
域
の
相
互
依
存
関
係
に
あ
る
二
つ
の
経
済

成
長
を
促
進
す
る
極
が
生
ま
れ
る
。
第
三
段
階

で
は
、
中
核
地
域
が
経
済
の
中
心
に
な
る
が
、

周
辺
地
域
に
お
い
て
は
新
た
な
成
長
の
極
と
も

な
る
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
が
形
成
さ
れ
る
。
第
四
段

階
に
お
い
て
は
、
周
辺
地
域
で
サ
ブ
セ
ン
タ
ー

の
数
が
一
層
増
加
し
、
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
間
の
相

互
依
存
関
係
、
そ
し
て
独
立
し
た
中
核
地
域
と
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サ
ブ
セ
ン
タ
ー
と
の
相
互
依
存
関
係
も
一
層
緊

密
化
す
る
。
こ
こ
で
い
う
相
互
依
存
関
係
は
専

ら
中
核
地
域
と
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
地
域
の
間
、
サ

ブ
セ
ン
タ
ー
地
域
間
に
お
け
る
財
・
サ
ー
ビ
ス

の
交
易
（
移
出
・
移
入
）
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
、
地
域
間
の
産
業
連
関
関
係
に
よ
っ
て
緊
密

化
す
る
。

　

本
書
は
「
空
間
経
済
」
の
モ
デ
ル
を
中
国
経

済
に
当
て
は
め
て
一
九
七
九
年
改
革
開
放
以
後

の
成
長
と
発
展
の
パ
タ
ー
ン
を
説
明
し
て
い

る
。
第
二
部
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
改

革
開
放
以
後
、
中
央
政
府
主
導
の
下
で
発
展
戦

略
と
し
て
の
地
域
開
発
政
策
が
「
経
済
特
区
」

を
中
心
に
沿
海
地
域
で
集
中
展
開
さ
れ
、
そ
れ

ゆ
え
に
深
圳
市
や
上
海
市
な
ど
の
沿
海
地
域
は

中
国
経
済
の
中
核
地
域
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

沿
海
地
域
は
地
域
間
の
交
易
を
通
じ
て
、
周
辺

地
域
と
の
相
互
依
存
関
係
を
産
業
連
関
的
に
緊

密
化
さ
せ
、
と
り
わ
け
二
一
世
紀
に
入
っ
て
か

ら
周
辺
地
域
に
お
け
る
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
の
形
成

を
も
促
進
し
た
。
つ
ま
り
、
経
済
効
果
が
中
核

地
域
か
ら
周
辺
地
域
へ
と
拡
散
し
た
の
で
あ

る
。
中
国
の
地
域
開
発
政
策
は
Ｔ
字
型
の
特
徴

を
帯
び
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

も
し
Ｔ
字
の
上
の
横
棒
を
沿
海
地
域
（
中
核
地

域
）
に
喩
え
れ
ば
、
縦
棒
は
内
陸
地
域
（
周
辺

地
域
）
を
示
す
こ
と
に
な
り
、「
横
棒
」
の
沿
海

地
域
が
ま
ず
発
展
し
、
そ
の
後
、
徐
々
に
で
は

あ
る
が
、
発
展
の
効
果
が
「
横
棒
」
と
繋
が
っ

て
い
る
「
縦
棒
」
の
周
辺
地
域
に
波
及
し
、
周

辺
地
域
に
も
成
長
を
も
た
ら
す
。
こ
の
よ
う
に

中
核
地
域
が
中
心
役
割
を
果
た
す
「
空
間
経

済
」
は
形
成
さ
れ
る
。
中
国
の
「
空
間
経
済
」

の
形
成
は
未
だ
にFreedm

ann

が
指
摘
し
た

第
三
段
階
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
近
い
将
来
に

第
四
段
階
に
入
り
、
そ
う
す
る
と
、
中
核
地
域

の
沿
海
部
と
周
辺
地
域
の
内
陸
部
に
立
地
す
る

多
く
の
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
と
の
相
互
依
存
関
係
が

一
層
緊
密
化
し
て
い
き
、
そ
の
結
果
、
広
大
な

「
面
」
を
持
つ
「
空
間
経
済
」
が
形
成
さ
れ
〉
3
〈

る
。

　

本
書
に
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
改
革
開

放
当
初
、
内
陸
部
に
比
べ
て
沿
海
地
域
は
海
に

近
い
地
理
的
優
勢
を
持
っ
て
お
り
、
工
業
生
産

技
術
の
面
で
も
優
勢
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
一
九

七
九
年
ま
で
中
国
の
重
工
業
生
産
や
先
端
的
な

軽
工
業
生
産
は
ほ
と
ん
ど
遼
寧
省
や
上
海
市
な

ど
の
沿
海
部
に
集
中
し
て
い
た
。
遼
寧
省
な
ど

の
東
北
地
方
は
戦
時
中
に
日
本
が
建
設
し
た
工

業
基
〉
4
〈

盤
を
継
承
し
、
改
革
開
放
ま
で
一
貫
し
て

中
国
の
重
化
学
工
業
生
産
基
地
で
あ
っ
〉
5
〈

た
。
上

海
市
の
工
業
生
産
は
平
均
年
率
で
全
国
の
約
一

四
％
を
占
め
て
お
り
、
中
国
の
国
民
所
得
の
増

加
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
た
。
上
海
の
工
業
基

盤
は
一
八
八
〇
年
代
以
降
、
国
内
外
か
ら
産
業

資
金
が
投
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
徐
々
に
完

成
し
た
。
と
り
わ
け
一
八
六
二
年
か
ら
一
八
九

四
年
ま
で
の
「
同
治
中
興
」
や
一
九
三
〇
年
代

の
外
国
企
業
の
上
海
進
出
が
果
た
し
た
役
割
は

大
き
か
っ
〉
6
〈

た
。
し
た
が
っ
て
、
改
革
開
放
以
後

沿
海
地
域
が
「
中
核
地
域
」
と
し
て
選
ば
れ
た
。

　

続
い
て
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
整
備
の
側
面
か
ら

本
書
の
「
研
究
書
的
特
徴
」
を
見
て
み
よ
う
。

　
「
空
間
経
済
」
の
考
え
方
を
中
国
経
済
の
実

証
分
析
に
適
用
す
る
た
め
に
、
本
書
は
地
域
間

産
業
連
関
分
析
モ
デ
ル
を
用
い
て
い
る
。
地
域

間
産
業
連
関
分
析
モ
デ
ル
は
、
地
域
内
の
み
な

ら
ず
地
域
間
の
経
済
的
相
互
依
存
関
係
を
産
業

連
関
的
に
計
量
分
析
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
し

た
が
っ
て
、
地
域
間
相
互
依
存
関
係
の
緊
密
化

が
「
空
間
経
済
」
の
形
成
を
促
進
す
る
と
い
う

観
点
か
ら
見
れ
ば
、
本
書
が
実
証
分
析
に
こ
の

モ
デ
ル
を
適
用
さ
せ
た
こ
と
は
適
切
で
あ
ろ
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う
。
す
な
わ
ち
、「
空
間
経
済
」
の
考
え
方
を

経
済
学
的
な
実
証
分
析
に
取
り
込
む
に
は
地
域

間
産
業
連
関
分
析
モ
デ
ル
を
援
用
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
図
に
よ
っ
て
こ
の
こ
と
を
示
す
こ

と
も
で
き
る
。

　

図
示
の
よ
う
に
、
横
軸
に
「
産
出
」、
縦
軸

に
「
投
入
」、
三
つ
目
の
軸
に
「
地
域
」
を
取

れ
ば
、
一
つ
の
「
空
間
」
が
構
築
さ
れ
る
。
こ

の
「
空
間
」
に
各
地
域
の
産
業
連
関
表
を
お
く

こ
と
に
よ
っ
て
「
空
間
経
済
」
は
形
成
さ
れ

る
。
産
業
連
関
表
で
示
す
こ
の
「
空
間
経
済
」

は
地
域
間
産
業
連
関
関
係
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て

い
る
。
こ
の
連
関
関
係
は
地
域
間
に
お
け
る

財
・
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
交
易
（
移
出
と
移

入
）
リ
ン
ケ
ー
ジ
に
依
存
し
て
い
る
。

　

地
域
間
交
易
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
を
解
明
す
る
こ

と
に
よ
り
、
図
示
の
よ
う
な
「
空
間
経
済
」
の

特
徴
は
明
ら
か
に
な
る
。
産
業
連
関
分
析
モ
デ

ル
に
お
い
て
、
そ
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
の
強
さ
を
示

す
指
標
と
し
て
、
一
般
的
に
「
交
易
係
数
」
が

用
い
ら
れ
て
い
る
。
本
書
も
実
証
分
析
の
冒
頭

で
こ
の
交
易
係
数
を
如
何
に
し
て
精
度
よ
く
推

計
す
る
か
に
つ
い
て
の
考
察
に
力
点
を
お
い
て

い
る
。
と
り
わ
け
、
第
二
章
第
三
節
「
地
域
間

の
産
業
連
関
モ
デ
ル
の
推
計
」
で
示
さ
れ
た
一

連
の
交
易
係
数
推
計
に
つ
い
て
の
実
証
分
析
に

お
い
て
は
本
書
独
特
の
「
研
究
書
的
特
徴
」
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

地
域
間
交
易
係
数
を
推
計
す
る
に
当
た
り
、

一
般
的
に
は
グ
ラ
ビ
テ
ィ
モ
デ
ル
が
利
用
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
際
に
重
要
な
の
は
モ
デ
ル
の
中

に
あ
る
「
摩
擦
係
数
」
の
推
計
で
あ
る
。
も
し

グ
ラ
ビ
テ
ィ
モ
デ
ル
を
ベ
ー
ス
に
し
た
線
形
回

帰
モ
デ
ル
を
推
計
に
利
用
す
れ
ば
、
地
域
間
の

交
易
量
を
被
説
明
変
数
、
距
離
を
説
明
変
数

1
、
移
出
地
域
の
財
・
サ
ー
ビ
ス
搬
出
量
（
供

給
プ
ー
ル
）
を
説
明
変
数
2
、
移
入
地
域
の

財
・
サ
ー
ビ
ス
の
搬
入
量
（
需
要
プ
ー
ル
）
を

説
明
変
数
3
に
設
定
す
る
こ
と
は
一
般
的
で
あ

ろ
う
。
と
こ
ろ
が
線
形
化
し
た
グ
ラ
ビ
テ
ィ
モ

デ
ル
を
中
国
分
析
に
適
用
し
た
場
合
、
信
憑
性

が
高
く
、
簡
単
に
入
手
で
き
る
公
表
デ
ー
タ
は

鉄
道
輸
送
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
み
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
本
書
は
ま
ず
、
二
〇
〇
七
年
の
鉄
道
輸
送

マ
ト
リ
ッ
ク
ス
を
利
用
し
て
地
域
間
交
易
係
数

を
推
計
し
た
。
し
か
し
、
中
国
の
鉄
道
輸
送
マ

ト
リ
ッ
ク
ス
は
石
炭
や
穀
物
な
ど
十
数
品
目
の

地
域
（
省
・
直
轄
市
・
自
治
区
）
間
の
輸
送
量

に
関
す
る
統
計
資
料
で
あ
る
。
地
域
間
産
業
連

関
分
析
モ
デ
ル
は
す
べ
て
の
財
・
サ
ー
ビ
ス
の

交
易
係
数
を
必
要
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
数

少
な
い
情
報
に
基
づ
い
て
推
計
し
た
結
果
を
こ
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の
ま
ま
地
域
間
交
易
係
数
推
計
の
ベ
ン
チ
マ
ー

ク
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
、
疑

問
を
問
う
必
要
も
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
書
は
次

の
よ
う
な
特
徴
的
な
検
証
を
付
け
加
え
た
。

　

第
一
に
、
グ
ラ
ビ
テ
ィ
モ
デ
ル
の
回
帰
式
に

よ
っ
て
地
域
間
交
易
量
の
理
論
値
を
計
算
し
、

そ
の
値
を
、
距
離
を
説
明
要
因
と
す
る
地
域
間

交
易
特
性
を
示
す
特
化
係
数
、
す
な
わ
ち
本
書

で
は
「
距
離
の
輸
送
量
分
布
係
数
」
と
名
付
け

て
い
る
指
標
の
計
算
に
用
い
た
。
第
二
に
、
地

域
間
交
易
が
地
域
に
一
様
に
分
布
す
る
確
率
変

数
で
あ
る
か
、
一
部
の
地
域
に
集
中
す
る
確
率

変
数
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
中
国
地
域
間
鉄
道

交
易
デ
ー
タ
と
日
本
地
域
間
交
易
デ
ー
タ
を
用

い
て
、
そ
れ
は
指
数
分
布
に
近
い
も
の
で
あ
る

と
い
う
結
論
が
導
か
れ
た
。
第
三
に
、
乱
数
発

生
に
よ
っ
て
一
様
分
布
の
「
確
率
変
数
と
し
て

の
輸
送
量
分
布
係
数
」
と
指
数
分
布
の
「
確
率

変
数
と
し
て
の
輸
送
量
分
布
係
数
」
を
そ
れ
ぞ

れ
に
計
算
し
た
。
第
四
に
、
三
種
類
の
「
輸
送

量
分
布
係
数
」
を
そ
れ
ぞ
れ
に
「
摩
擦
係
数
」

と
し
て
利
用
し
、
グ
ラ
ビ
テ
ィ
モ
デ
ル
の
回
帰

式
に
よ
っ
て
地
域
間
交
易
量
を
推
計
し
た
上

で
、
三
種
類
の
地
域
間
産
業
連
関
分
析
モ
デ
ル

を
構
築
し
た
。
第
五
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
間

産
業
連
関
分
析
モ
デ
ル
か
ら
三
種
類
の
生
産
誘

発
額
を
計
算
し
て
検
討
し
た
。

　

以
上
の
五
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
だ
う
え

で
、
本
書
は
「
距
離
に
よ
る
輸
送
量
の
分
布
係

数
は
地
域
間
交
易
と
い
う
情
報
が
な
い
と
き
で

も
か
な
り
の
高
い
精
度
で
地
域
間
産
業
連
関
モ

デ
ル
が
推
計
で
き
る
可
能
性
が
」
あ
り
、
産
業

連
関
表
の
「
各
セ
ル
の
正
確
性
ま
で
は
保
証
で

き
な
い
に
せ
よ
」、「
い
わ
ゆ
る
巨
視
的
正
確
性

を
も
つ
地
域
間
産
業
連
関
モ
デ
ル
が
構
築
可

能
」
と
い
う
結
論
を
導
い
た
。

　

あ
え
て
指
摘
す
る
な
ら
ば
、
以
上
で
み
た

デ
ー
タ
整
備
面
に
お
け
る
「
研
究
書
的
特
徴
」

は
同
じ
よ
う
な
実
証
プ
ロ
セ
ス
を
と
っ
て
い
る

今
ま
で
の
中
国
経
済
研
究
書
に
類
を
見
な
い
も

の
で
も
あ
る
。

　

蛇
足
で
は
あ
る
が
、
本
書
を
研
究
者
の
み
な

ら
ず
、
中
国
経
済
に
関
心
を
持
つ
一
般
読
者
に

も
薦
め
た
い
。
是
非
と
も
、
本
稿
で
述
べ
た
本

書
特
有
な
「
教
科
書
的
特
徴
」
お
よ
び
「
研
究

書
的
特
徴
」
の
醍
醐
味
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
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